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神奈川県愛甲郡清川村に保存されている

ニホンオオカミの前肢

小原 巌

lwao 0BARA: A Fore Paw of Japanese Wolf, Canis hodoρhi lax, 

Pres巴rvedin Kiyokawa mura, Kanagawa Prefecture 

この度，神奈川県丹沢地方の民家に保存されている

ユホンオオカミ Ca四ishod-ophilax TEMMINCK, 1839の

ものと思われるミイラ化した前肢を調べる機会を得

た。同様にミイラ化したニホンオオカミの後足部が青

森県の寺院に保存されていることは既に知られている

（吉行， 1989）が， 前肢の遺物はこれまで知られてお

らず，貴重な資料となるのでここに報告する。

この報告に当たり，所蔵品の調査を快諾された山田

八伍郎氏ならびに日頃調査にご協力いただいている柏

木喜重郎氏に対して感謝の意を表する。

資料の概略と同定

所在 ：神奈川県愛甲郡清川村煤が谷2553番地，山田

八伍郎氏所蔵。

来歴：捕獲地および捕獲年代についての記録は残っ

ていないが，魔除けあるいは呪いの品として古くから

山田家に伝わるものである。同家は天保年間（1830-

1844）から続くとのことであるから，この遺物もおそ

らく，江戸時代末期か明治時代初期に付近の丹沢山中

で捕狼されたものであろう。

特徴〔図 1）：手根部から切断された左前肢肢端部。

肉部の付いたミイラ化した乾燥品で，様側手線骨と尺

側手根骨から爪先までの部分。毛はほとんど認められ

ないが，パッドは，指球及び掌球ともに，ほぼ完全に

形態、を留めている。第1指には中手骨が残っている

が，その先の指骨は欠損している。

計測値（凹〉： 全長（爪を除く） 140.5，指球最大幅

43.8，指球前縁から掌球前縁36.6，指球前縁から掌球

後縁68.5，掌球長32.6，掌球幅36.2。

同定 ：この資料の全長〔爪を除く〉は140.211lIIl。国立

科学博物館所蔵のニホンオオカミ NSMT-MlOO（福

島県産雄〕の指骨先端（爪を除く〉から検側手根骨近

位端は140皿で両者の大きさはほぼ等しし、。

今泉吉典氏は「（オオカミの〕前後の指骨は長く ，

殊に第3，第4指が比較的長し、。そのため足跡は，イ

ヌでは円形に近いがオオカミでは長楕円形である」と

述べている（小原， 1969）。今泉他（1983）も， イヌ

とオオカミの足跡の形は異なり識別できると述べてい

る。また，平岩（1981）も「足跡が狼では長さ 5に対

して幅3.5で細長く， イヌでは長さ 5に対して幅が4

で幅が広L、」と述べている。

今回調査した資料の手挙部を粘土板上に圧して型を

取ったところ，長さ〔爪を除く〕 58.0rnm，幅35.0rnmで，

長さを5とすると， 幅は3となった （図2）。乾燥品

による型と自然の足跡を一概に比較できないが，平岩

(1981〕によって示されたオオカミの比率よりもさら

に細長い。 familiaris,lupusおよび hodoρhilaxなど

の手掌部および指の長さについては今後検討を要する

左ころであるが， familiarisの1例シパイヌ♀2歳

（図3〕と比較すると， 本資料は明らかに手掌部と指

のなす形が細長い。このような点で，この資料はニホ

ンオオカミ Canishodophilax TEMMINCK, 1839のもの

と思われる。
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図1 ミイラ化したニホンオオカミの左前肢

A 上面， B 下面， c 外側面， D内側面
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←-----1 lcm 

図2 ニホンオオカミのミイラ化した前肢によっ 図3 イヌ〔、ンパイヌ♀ 2歳〉の左前肢

てできた足型
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